
れ
、
疲
労
困
憊
の
末
倒
れ
る
者
多
く
、
連
日
牛
舎
入
口
に
二
、

三
体
の
屍
を
見
る
状
態
と
な
り
、
冬
は
雪
中
に
埋
め
、
融
雪
後

数
カ
所
に
合
同
埋
葬
し
た
。

ま
た
、
逃
亡
者
は
行
方
知
れ
ず
、
銃
殺
さ
れ
た
と
聞
く
。

民
主
化
教
育
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
新
聞
切
抜
き
の
レ
ー
ニ

ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
写
真
を
壁
に
貼
り
、
ソ
連
へ
の
忠
誠
を
示

す
素
振
り
を
見
せ
、
日
本
人
の
み
の
自
主
管
理
で
事
件
も
起
き

ず
、
比
較
的
平
穏
な
生
活
が
続
い
た
が
、
炊
事
要
員
に
は
何
の

か
か
わ
り
も
な
か
っ
た
。
私
は
炊
事
作
業
の
実
績
を
認
め
ら
れ

た
た
め
か
、
収
容
所
近
郊
で
映
画
を
見
る
楽
し
み
も
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
中
旬
、
こ
こ
か
ら
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、

丸
一
日
足
ら
ず
で
ナ
ホ
ト
カ
に
集
結
さ
せ
ら
れ
、

直
ち
に
乗
船
。

四
月
十
六
日
舞
鶴
に
上
陸
し
、
一
年
八
カ
月
の
抑
留
生
活
は
終

わ
っ
た
。

帰
国
後
、
北
海
道
留
萌
林
務
署
に
勤
め
、
昭
和
五
十
六
年
三

月
に
退
職
。
そ
の
後
札
幌
市
に
居
を
構
え
、
町
内
会
長
、
老
人

倶
楽
部
役
員
等
を
任
さ
れ
た
。
平
成
八
年
六
月
、
妻
を
亡
く
し

一
人
身
と
な
っ
た
が
、
倶
知
安
在
住
の
長
男
、
札
幌
在
住
の
嫁

い
だ
長
女
、
次
女
と
も
交
流
し
、
今
後
の
処
世
を
思
案
中
で
あ
る
。

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 神奈
川
県
　
大
高
武
　 

昭
和
八
年
、
国
府
台
の
騎
砲
兵
大
隊
に
現
役
入
隊
し
、
除
隊

後
は
陸
軍
省
に
軍
属
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
召
集
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
昭
和
十
八
年

五
月
、
召
集
令
状
が
き
た
。
即
刻
近
衛
野
砲
連
隊
に
入
隊
し
た
。

数
日
し
て
部
隊
は
満
州
宝
清
に
移
動
、
騎
兵
第
三
旅
団
騎
砲

連
隊
に
配
属
と
な
っ
た
。
こ
の
部
隊
は
間
も
な
く
、
南
方
戦
線

に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
か
、
あ

る
と
き
喀
痰
検
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
と
き
、
氏
名
を
付
し
た

私
の
喀
痰
容
器
の
蓋
は
だ
れ
か
に
取
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

取
り
替
え
た
戦
友
は
保
菌
者
だ
っ
た
の
か
、
私
が
保
護
兵
と
さ

れ
て
し
ま
い
、
南
方
へ
の
転
戦
の
折
、
残
留
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
運
不
運
は
紙
一
重
と
や
ら
、
や
が
て
こ
の
部
隊
は
全
滅
し

て
し
ま
っ
た
。
だ
れ
か
知
ら
ぬ
が
、
彼
の
た
め
に
命
拾
い
を
し
た
。

昭
和
十
九
年
、
大
連
の
高
射
砲
学
校
で
教
育
を
受
け
安
東
の



鉄
橋
警
備
隊
に
転
属
、
高
射
砲
陣
地
で
分
隊
長
と
し
て
警
備
に

就
い
て
い
た
。
朝
鮮
と
国
境
を
接
す
る
こ
こ
安
東
は
空
襲
も
な

く
、
至
極
平
穏
で
あ
っ
た
。
だ
が
全
般
の
戦
況
は
、
連
合
国
側

の
反
撃
に
よ
り
本
土
の
各
都
市
は
焼
土
と
化
し
、
も
は
や
日
本

の
運
命
は
風
前
の
灯
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
見
逃
し

て
い
な
か
っ
た
か
。

ソ
連
は
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
未
明
、
中
立
条
約
を
破
っ
て

満
州
、
樺
太
、
千
島
な
ど
の
北
方
地
域
に
侵
攻
し
て
き
た
。
南

方
戦
線
に
主
力
を
送
り
出
し
た
我
が
関
東
軍
に
は
こ
れ
を
迎
え

撃
つ
余
力
な
く
、
各
方
面
で
苦
戦
を
重
ね
て
い
た
。

と
う
と
う
運
命
の
日
が
さ
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、

日
本
は
連
合
国
側
に
無
条
件
降
伏
を
し
、
彼
ら
の
軍
門
に
下
る

こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
は
負
け
た
の
だ
。

皆
、
茫
然
自
失
の
状
能
に
陥
っ
て
い
る
。
ソ
連
軍
が
や
っ
て

来
た
。

我
々
と
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
兵
器
を
備
え
た
軍
隊
だ
。

勝
ち
誇
っ
た
彼
ら
の
指
示
で
武
器
を
集
め
、
武
装
解
除
を
受
け

た
。
戦
い
敗
れ
た
軍
隊
の
惨
め
さ
と
屈
辱
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

東
京
ダ
モ
イ
と
の
こ
と
で
奉
天
へ
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。

奉
天
に
は
、
一
般
居
留
民
の
中
か
ら
拉
致
さ
れ
た
男
の
人
た

ち
が
多
勢
抑
留
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
人
た
ち
も
我
々
と
一
緒
に

貨
車
に
押
し
込
ま
れ
北
に
向
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

東
京
ダ
モ
イ
と
は
真
っ
赤
な
嘘
で
、
我
々
を
シ
ベ
リ
ア
に
拉
致

す
る
た
め
の
便
法
だ
よ
と
皆
で
話
し
合
っ
た
。
一
カ
月
近
い
窮

屈
な
貨
物
列
車
の
旅
の
果
て
、
国
境
の
町
黒
河
に
着
い
た
。
黒

龍
江
が
滔
々
と
流
れ
て
い
る
。

対
岸
に
は
ソ
連
領
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
の
町
が
見
え
る
。

土
手
の
下
に
大
き
な
渡
し
船
が
係
留
さ
れ
て
い
る
。
船
の
様
子

か
ら
、
相
当
数
の
日
本
兵
が
拉
致
さ
れ
対
岸
に
渡
っ
た
も
の
と

窺
え
る
。
ソ
連
側
の
私
物
検
査
が
あ
り
、
目
ぼ
し
い
物
は
皆
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
取
り
上
げ
た
練
り
歯
磨
き
を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

と
思
っ
て
か
、
平
気
で
食
べ
て
い
る
。
無
知
な
こ
と
甚
だ
し
い
。

物
を
数
え
る
こ
と
も
駄
目
、
四
列
縦
隊
で
は
絶
対
に
人
数
が
数

え
ら
れ
な
い
。
五
列
に
さ
れ
た
が
ま
だ
ま
だ
大
変
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
収
容
所
を
出
て
作
業
に
行
く
と
き
、
特
に
冬
の
寒
い
日

な
ど
往
生
し
た
も
の
だ
。
船
で
黒
龍
江
を
渡
り
未
知
の
国
、
ソ

連
に
入
っ
た
。

ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
郊
外
の
鉄
条
網
と
高
い
板
塀
に
囲



ま
れ
た
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
。
要
所
要
所
に
望
楼
が
設
置
さ

れ
、
自
動
小
銃
を
抱
え
た
ソ
連
兵
が
夜
昼
な
く
我
々
を
見
張
っ

て
い
る
。
早
速
、
ビ
ー
ル
工
場
に
作
業
に
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
農
作
業
に
狩
り
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で

は
馬
鈴
薯
な
ど
適
当
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
ひ
も

じ
さ
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
。
虱
が
湧
い
て
き
た
。
滅
菌
所
が

あ
っ
た
の
で
衣
類
を
滅
菌
し
た
こ
と
に
よ
り
駆
除
で
き
た
。
あ

る
と
き
、
同
姓
同
名
の
憲
兵
軍
曹
と
間
違
わ
れ
、
し
つ
こ
く
喚

問
さ
れ
た
。
そ
の
人
は
ス
パ
イ
と
し
て
ソ
連
側
よ
り
マ
ー
ク
さ

れ
て
い
た
ら
し
い
。
や
が
て
疑
い
も
晴
れ
て
釈
放
さ
れ
、
ホ
ッ

と
し
た
。

初
冬
と
は
い
え
ど
も
シ
ベ
リ
ア
は
寒
い
。
外
の
作
業
は
寒
く

身
に
こ
た
え
る
。
と
う
と
う
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い
、
肺
炎
に

な
っ
た
。
早
速
ク
イ
ビ
シ
ェ
フ
カ
の
病
院
に
入
院
さ
せ
ら
れ
た
。

私
の
入
院
中
に
戦
友
た
ち
は
他
の
収
容
所
に
移
さ
れ
、
過
酷
な

労
働
と
粗
悪
な
食
料
事
情
か
ら
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
た
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
病
も
完
治
し
退
院
さ
せ
ら
れ
た
が
、
私
も
他
の
収

容
所
に
移
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
の
作
業
は
、
石
山
に
行

き
石
切
り
作
業
で
あ
る
。

ハ
ン
マ
ー
を
振
っ
て
石
を
割
っ
た
り
、

ま
た
、
切
り
出
し
た
石
を
ト
ラ
ッ
ク
に
績
み
込
む
な
ど
の
作
業

で
、
病
み
上
が
り
の
私
に
は
相
当
き
つ
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
又
も
肺
炎
を
再
発
し
、
再
度
ク
イ
ビ

シ
ェ
フ
カ
の
病
院
に
入
院
さ
せ
ら
れ
た
。
息
苦
し
く
、
毎
日
高

熱
が
続
い
た
。
女
軍
医
と
看
護
婦
が
一
生
懸
命
に
看
護
し
て
く

れ
た
。
特
に
軍
医
は
家
族
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
家
に
帰
ら
ず
私

た
ち
の
た
め
に
尽
く
し
て
く
れ
た
。

ソ
連
で
は
当
時
貴
重
で
あ
っ

た
ら
し
い
ペ
ニ
シ
リ
ン
も
打
っ
て
く
れ
た
。
民
族
を
越
え
た
こ

の
人
た
ち
の
お
陰
で
私
の
病
も
み
る
み
る
う
ち
に
回
復
し
、
退

院
す
る
こ
と
で
き
た
。
苦
し
い
抑
留
生
活
を
強
制
さ
れ
た
が
、

こ
の
人
た
ち
の
善
意
に
は
今
で
も
感
謝
の
念
は
去
ら
な
い
。

こ
の
と
き
世
話
に
な
っ
た
一
人
の
看
護
婦
と
昭
和
四
十
年
ご

ろ
、
偶
然
横
浜
で
再
会
し
た
。
彼
女
は
当
時
、
横
浜
―
ナ
ホ
ト
カ

航
路
の
定
期
便
バ
イ
カ
ル
号
の
保
健
婦
と
し
て
乗
り
込
ん
で
い

た
の
だ
っ
た
。
た
ま
た
ま
上
陸
、
買
物
の
途
中
で
の
再
会
だ
っ
た
。

短
い
時
間
だ
っ
た
が
一
言
、
過
去
の
礼
を
述
べ
た
。
彼
女
は
大

変
に
喜
ん
で
く
れ
た
。
勿
論
彼
女
は
日
本
語
が
達
者
だ
っ
た
。

退
院
と
同
時
に
又
も
収
容
所
が
変
わ
っ
た
。
病
院
の
給
与
に

比
べ
、
こ
こ
で
の
給
与
は
遥
か
に
悪
い
。
皆
体
力
が
衰
え
、
ま



た
、
冬
と
も
な
れ
ば
零
下
三
〇
度
以
上
も
す
る
寒
さ
だ
。
寒
い

と
い
う
よ
り
体
が
痛
い
感
じ
だ
。

昭
和
二
十
二
年
五
月
、
待
ち
に
待
っ
た
ダ
モ
イ
の
日
が
来
た
。

喜
び
い
っ
ぱ
い
の
我
々
を
乗
せ
列
車
は
東
に
向
か
っ
て
走
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
本
線
を
五
日
ほ
ど
走
っ
た
よ
う
だ
が
、
列
車
は
ナ
ホ

ト
カ
に
到
着
し
た
。
日
本
船
が
同
胞
を
い
っ
ぱ
い
に
乗
せ
港
を

出
て
行
く
。「
俺
た
ち
も
す
ぐ
帰
れ
る
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、

山
奥
の
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
ソ
連
側
の
言
う
こ

と
な
ど
信
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
材
木
運
搬
等
の
強
制
労

働
を
強
い
ら
れ
、
一
年
余
り
足
止
め
を
食
っ
て
し
ま
っ
た
。
ナ

ホ
ト
カ
は
民
主
運
動
が
盛
ん
だ
っ
た
。
う
っ
か
り
反
対
も
で
き

な
い
、
帰
る
ま
で
は
と
何
事
も
耐
え
忍
ん
だ
。

昭
和
二
十
三
年
六
月
中
旬
、
本
当
に
帰
れ
る
日
が
さ
た
。
船

員
さ
ん
た
ち
の
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
に
迎
え
ら
れ
船
に
乗
り
込

ん
だ
。「
恵
山
丸
」
と
い
う
船
だ
っ
た
。
船
は
ナ
ホ
ト
カ
の
港

を
後
に
日
本
海
を
越
え
、
舞
鶴
に
入
港
し
た
。
昭
和
二
十
三
年

六
月
十
八
日
だ
っ
た
。
生
涯
忘
れ
得
ぬ
感
激
の
日
だ
っ
た
。
思

え
ば
長
い
長
い
月
日
だ
っ
た
。
懐
か
し
い
我
が
家
に
戻
れ
ば
、

出
征
中
生
ま
れ
た
長
男
も
五
歳
に
な
っ
て
い
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

岐
阜
県
　
小
栗
晴
美
　 

在
満
当
時
、
昭
和
二
十
年
二
月
渡
満
、
黒
河
省
孫
呉
第
一
二

三
師
団
通
信
隊
に
入
隊
、
昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
と
な
る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
―
昭
和
二
十
年
九
月
入
ソ
、
ラ
イ
チ
ハ
収
容

所
に
入
る
。
以
後
、
そ
の
収
容
所
の
食
事
の
貧
困
、
極
寒
、
重

労
働
の
た
め
、
弱
栄
養
失
調
と
な
り
、
サ
ビ
タ
や
病
院
に
入
院
、

二
月
末
に
退
院
し
た
が
、
重
労
働
に
不
適
と
な
り
、
支
所
の
ソ

ホ
ー
ズ
の
農
場
に
送
ら
れ
た
。
冬
場
は
軽
作
業
で
あ
っ
た
が
、

夏
場
は
干
草
の
草
刈
に
行
き
、

ラ
イ
チ
ハ
以
上
の
重
労
働
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
比
較
的
軽
い
労
働
の
じ
ゃ
が
い
も
、
き
ゅ
う
り
な

ど
の
収
穫
と
組
合
わ
せ
て
作
業
を
し
た
の
で
、
こ
の
間
に
若
干

体
力
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
初
め
帰
国
命
令
に
よ
り
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、

ナ
ホ
ト
カ
経
由
舞
鶴
に
九
月
二
十
四
日
ご
ろ
上
陸
、
帰
国
し
た
。

帰
国
後
、
一
番
困
っ
た
こ
と
は
、
赤
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ




